
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

森林・林業に関する県内唯一の総合的試験研究機関

＜参考＞

総合５か年

計画

2　信州の木利用促進

目指す姿

現状

プロジェクト  

【左記の説明、根拠法令等】

実施期間

県が関与

する理由

24 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

H24

8,849

担

当

課

試験研究普及費試験研究普及費試験研究普及費試験研究普及費

施策の総合的展開

直接

国委託事業の予算減及び県費の抑制に対して、喫緊の課題を精査し、効果的な試験研究３１課題を実施している

12,412

事業番号 09

事　業　名

02

○長野県森林づくり指針、長野県森林づくりアクションプランに目標達成のため、森林・林業の発展について優先順位の高い喫緊の課題

に対応した試験・研究や技術開発を推進し、アクションプランの実現に資する。

成果目標：研究成果の発表等　８０課題

9,868

H25

（当初） （当初）

H24事業実績

（決算）

（単位：千円）　

□内部管理 □県でなければ実施不可　

直接県産材利用の推進　8課題

・地域の森林空間に適したきのこの増殖技術の開発

・ナメコの品質・生産性向上のための光制御技術の開

発

・地球温暖化に対応したマツタケ発生林施業法の開発

　

ほか

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有

・高性能林業機械による高効率で環境に配慮した伐出作業シ

ステムの構築

・針葉樹人工林の低コスト更新技術の開発

・施業による洪水防止機能への影響評価　　ほか

□法令等義務

項目

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

23年度

事業内容

実施方法

計画的な森林整備の推進、災

害に強い森林づくりの推進

１２課題

特用林産物・森林空間の有効

活用の推進　１１課題

直接

S63

林業総合センタ－は、長野県の森林・林業に関する唯一の総合的試験研究機関として、森林の造成、木材利用、特用林産の振興等、県

民・関連産業界等からの要請に応じた課題、緊急に解決を要する課題等、多様な行政課題に即座に対応するため必要な試験研究等を行

う。

成果目標：研究成果の発表等　年間８０課題

林務部

1-4　森林を生かす力強い林業･木材産業づくり

ringyo@pref.nagano.lg.jp

信州の木振興課課・室

～

22年度

-16,663

34,525

部局

29,044

項目

39,499

59,306 45,707

E-mail

８０課題

35,728

８６課題８０課題

達成状況

成果目標の達成状況

47,990

-19,807

25年度

16,546

45,707 28,982合計

13,243

6,890

24242424年度年度年度年度

35,728

35,728

現況

（見込）

達成

目標 成果

16,885

H25

目標

Ｈ２４

16,410

35,728

研究成果の発表等

9,314

・県産材の高品質乾燥技術の開発

・各地域材の強度特性等の把握

・応用接着重ね梁の開発           ほか

6,059

140,386

176,114

17.00

25,59914,750

7,071

7,223 4,070

11,445

34,299 39,239

140,386 140,386

22,221

17.00

8,537

13,988

174,685

当初予算

補正予算

概　算

人件費

5,833

179,625 169,368

140,386

17.00 17.00

28,982

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

引続き、森林・林業の発展について優先順位の高い喫緊の課題に対応した試験・研究や技術開発を推進する。

目標に対

する成果の

状況

研究成果の発表等の成果は、達成した。成果の一部は国際学会でも発表された。

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円）

-13,465

Aの

財源

合計（A)

前年度繰越

予

算

額

12,000

 概算事業費（B（A）+C）


